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今
年
も
早
い
も
の
で
残
り
一
ヶ
月
を

切
り
、
年
の
瀬
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
毎
日
を
忙
し
く
過
ご
す
組
合

員
の
皆
様
に
と
っ
て
は
あ
っ
と
い
う
間

の
一
年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
存
じ

ま
す
。

今
年
、
広
報
誌
に
掲
載
し
て
き
た
主

な
出
来
事
を
ま
と
め
て
掲
載
し
つ
つ
、

二
〇
一
三
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

表紙写真：上湧別産玉葱贈呈式の様子
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１月 営農計画書作成協議始ま１月 営農計画書作成協議始まるる
１月１１日から各地区で２０１３年営農計画書作成
協議が始まり、組合員各位が各々の今年の営農計画を
立てていました。

外はまだ一面の銀世界で寒さも厳しい２月中旬です
が、玉葱耕作農家では玉葱の苗づくりが始まりました。

２月 玉葱播種作業が始ま２月 玉葱播種作業が始まるる

３月 酪農学園大学講習３月 酪農学園大学講習会会
蹄病セミナーが開催され、多くの組合員・関係者が出
席するとともに、緊密な相互交流が始まりました。

今月の主な記事
２０１３年を振り返って・・・ ２～３

上湧別産玉葱を湧別町と上湧別、湧別両福祉会に寄贈

年金友の会「秋の温泉保養」を開催しました ４

ＪＡオホーツク青年部研修大会に参加

えんがる斎場秋の見学会で農産物販売 ５

女性部合同研修会

野菜・牛乳無料配布実施

エーコープ各店で収穫祭開催 ６

平成２５年度クミカン年内精算整理のご案内 ７

普及センターより ８

遠軽厚生病院だより ９

理事会のあらまし

人事異動のお知らせ

中途採用職員紹介

ＪＡのホームページが新しくなりました １０

クロスワードパズル

読者の声 １１

年末年始業務日程

いもたま作造くん １２
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４月４月 ＴＰＰＴＰＰ交交渉参加反対デモを実渉参加反対デモを実施施

５月 植付作業が大幅に遅れ５月 植付作業が大幅に遅れるる

６月 新規就農者激励状授与６月 新規就農者激励状授与式式

４月１２日、第１４回ＪＡ通常総会閉会後、政府の
ＴＰＰ交渉参加表明に対する反対デモ行進を行い、関
係者２００人が参集しました。

４月下旬から約一ヶ月に渡って天候不順が続き、春
先の農作業が大幅に遅れ、ＪＡ職員等による援農が実
施されました。

えんゆう地域に新しく就農した農業者に対しての激
励状授与式が開催され、３戸４名の新規就農者に激励
状が授与されました。

８月 上湧別玉葱の収穫真っ盛８月 上湧別玉葱の収穫真っ盛りり

９月 馬鈴薯の収穫開９月 馬鈴薯の収穫開始始

１０月 公共牧場退牧作１０月 公共牧場退牧作業業

上湧別産玉葱の収穫作業が８月上旬から開始。今年
は灌水施設のフル稼働によって干ばつを乗り切り、良
質な玉葱が出荷されました。

９月に入り、馬鈴薯収穫作業も本格的にスタート。
食用ならびに加工用馬鈴薯がえんゆう各地域で収穫が
おこなわれました。

１０月中旬以降、各地区公共牧場で退牧作業が開始
され、１０月１６日には降雪もありましたが、元気に飼
い主の元に戻りました。

７月 農作物収穫作業がスター７月 農作物収穫作業がスタートト
干ばつ傾向が強まる中、７月下旬から秋まき小麦収
穫作業がおこなわれ、平成２５年度の農作物収穫が本
格的に始まりました

１１１１月 上湧別玉葱振興会が玉葱を寄月 上湧別玉葱振興会が玉葱を寄贈贈
上湧別玉葱振興会から、湧別町ならびに上湧別福祉
会、湧別福祉会の３団体に玉葱１００箱が寄贈されま
した。
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年
金
友
の
会
は
、
十
一
月
四
日
～
六
日

に
か
け
て
「
秋
の
温
泉
保
養
」
を
ニ
ュ
ー

阿
寒
ホ
テ
ル
に
て
、
七
○
名
の
参
加
を
得

て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
目
玉
は
、
期
間
限
定
の
ホ
テ
ル

で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
人
情
芝
居
・
岬
一

家
」
の
観
劇
で
し
た
。
笑
い
と
涙
の
芝
居

で
、
内
容
の
異
な
る
も
の
を
三
回
観
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

中
日
の
午
前
中
に
は
、
「
ス
ロ
ッ
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
で
歓
喜
の
応
援
を
し
、
会
食

で
は
自
慢
の
カ
ラ
オ
ケ
や
舞
踊
と
、
と
て

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

も
楽
し
く
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
方
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
、
来
年
一
月
に
も
「
冬
の
温
泉
保

養
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
お
待
ち
申
し
あ
げ
て
お
り
ま

す
。年

金
友
の
会
で
は
、
定
例
行
事
の
「
冬

の
温
泉
保
養
」
の
実
施
を
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
は
行
先
・
日
程
等
は
左
記
の
と

お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

気
の
合
う
お
仲
間
と
た
く
さ
ん
の
ご
参

加
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

日

程平
成
二
六
年
一
月
二
二
～
二
四
日

行

先層
雲
峡
温
泉
「
ホ
テ
ル
大
雪
」

参
加
負
担
金

一
五
、
〇
〇
〇
円

受
付
期
間

十
二
月
二
日
～
二
十
日

申
込
方
法

本
支
所
の
金
融
課
へ
申
込

下
さ
い

上
湧
別
玉
葱
振
興
会（
花
木
慶
喜
会
長
）

は
、
自
分
た
ち
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た

上
湧
別
産
玉
葱
一
〇
〇
箱（
一
箱
二
〇
㎏
）

を
湧
別
町
お
よ
び
上
湧
別
福
祉
会
、
湧
別

福
祉
会
の
三
団
体
に
寄
贈
す
る
こ
と
と
な

り
、
贈
呈
式
が
十
一
月
十
三
日
に
湧
別
町

上上
湧
別
産
玉
葱
を
湧
別
町
と
上
湧
別
、湧
別
両
福
祉
会
に
寄

上
湧
別
産
玉
葱
を
湧
別
町
と
上
湧
別
、湧
別
両
福
祉
会
に
寄
贈贈

贈呈式の様子（写真提供 湧別町）

白熱するスロットボール大会の様白熱するスロットボール大会の様子子

年年年
金
友
の
会「
秋
の
温
泉
保
養
」を
開
催
し
ま
し
た

年年
金
友
の

年
金
友
の
会「
秋
の
温
泉
保
養
」を

会「
秋
の
温
泉
保
養
」を
開開
催
し
ま
し
た

催
し
ま
し
た

年
金
友
の
会「
秋
の
温
泉
保
養
」を
開
催
し
ま
し
た

冬
の
温
泉
保
養
開
催

決
定
し
ま
し
た

役
場
本
所
庁
舎
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
湧
別
町
、
上
湧
別
福
祉
会
、

湧
別
福
祉
会
の
三
団
体
に
目
録
を
手
渡
し

た
上
湧
別
玉
葱
振
興
会
の
花
木
慶
喜
会
長

は
、
「
常
日
頃
、
農
業
に
対
し
て
深
い
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
湧
別
町
の
方
々

に
少
し
で
も
恩
返
し
が
出
来
れ

ば
幸
い
で
す
」
と
話
し
、
湧
別

町
な
ら
び
に
上
湧
別
福
祉
会
、

湧
別
福
祉
会
各
位
も
玉
葱
を
寄

贈
い
た
だ
い
た
こ
と
に
そ
れ
ぞ

れ
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

今
回
、
寄
贈
し
た
上
湧
別
産

玉
葱
は
各
保
育
所
や
学
校
の
給

食
用
と
し
て
、
ま
た
、
湧
愛
園
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
園
な
ど
の
福
祉
施

設
の
食
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。

地
元
上
湧
別
産
の
玉
葱
を
美

味
し
く
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。



連
合
会
の
有
識
者
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
は
懇
親
会
に
出
席
し
、
恒

例
と
な
っ
た
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、
盟
友
と
の
絆
を

深
め
つ
つ
有
意
義
な
う
ち
に
閉
幕
と
な
り

ま
し
た
。

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

青
年
部
畑
作
専
門
部
で
は
、
十
一
月
二

十
三
日
に
え
ん
が
る
斎
場
（
遠
軽
町
学
田

二
丁
目
）
で
開
催
さ
れ
た
秋
の
見
学
会
で

農
産
物
の
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

見
学
会
は
、
㈱
え
ん
が
る
葬
祭
が
日
頃

の
感
謝
を
込
め
て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

会
場
内
で
は
仏
具
な
ど
が
特
価
販
売
さ
れ

る
と
と
も
に
青
年
部
員
た
ち
が
農
産
物
等

の
販
売
も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
開
催
前
よ
り
お
客
様
が
並
ば

れ
、
午
前
十
時
の
開
始
か
ら
大
勢
の
方
々

に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
予

定
数
量
を
完
売
し
ま
し
た
。

蛍 ひざし ２０１３.１２

そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
と
青
年
部
活
動
に
か
か

わ
る
熱
き
想
い
を
主
張
し
、
青
年
部
員
各

位
も
深
く
聞
き
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
午
後
か
ら
開
催
さ
れ
た
分
科

会
で
は
、
酪
畜
、
畑
作
、
青
果
、
組
織
、

農
政
の
五
つ
の
会
合
が
前
後
半
二
回
開
催

さ
れ
、
盟
友
各
位
が
興
味
あ
る
各
会
合
に

参
加
し
、
講
師
を
務
め
た
Ｊ
Ａ
北
海
道
中

央
会
や
ホ
ク
レ
ン
北
海
道
農
業
協
同
組
合

網
走
管
内
の
各
Ｊ
Ａ
青
年
部
で
構
成
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
部
は
、
十
一

月
十
四
日
に
ホ
テ
ル
大
江
本
家
で
第
四
三

回
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
部
研
修
大
会
を

盟
友
・
来
賓
他
一
五
〇
名
を
集
め
て
開
催

し
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
青
年
部
か
ら
も
部
員

八
名
が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

開
会
式
後
、
農
業
青
年
の
主
張
大
会
が

お
こ
な
わ
れ
、
三
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
代
表
が開会式でＪＡ青年部綱領を盟友全員で朗開会式でＪＡ青年部綱領を盟友全員で朗唱唱

分科会に出席する当ＪＡ青年部部員各分科会に出席する当ＪＡ青年部部員各位位

アームレスリング大会には安本崇部長アームレスリング大会には安本崇部長がが
出場するも残念ながら初戦で敗出場するも残念ながら初戦で敗退退

盟盟盟
友
一
五
〇
名
が
互
い
の
絆
を
深
め
合
う

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
部
研
修
大
会
に
参
加

盟盟
友
一
五
〇
名
が
互
い
の
絆
を
深
め
合

盟
友
一
五
〇
名
が
互
い
の
絆
を
深
め
合
うう

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
部
研
修
大
会
に
参

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
部
研
修
大
会
に
参
加加

盟
友
一
五
〇
名
が
互
い
の
絆
を
深
め
合
う

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
青
年
部
研
修
大
会
に
参
加

ええ
ん
が
る
斎
場

秋
の
見
学
会

え
ん
が
る
斎
場

秋
の
見
学
会
でで

農

産

物

を

販

農

産

物

を

販

売売多くの方々にお買い求めいただきまし多くの方々にお買い求めいただきましたた
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亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨

エ
ー
コ
ー
プ
で
は
、
十
月
十
九
日
～
十

一
月
二
日
に
か
け
て
、
上
湧
別
、
遠
軽
、

生
田
原
の
各
店
で
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

各
店
の
収
穫
祭
当
日
で
は
、
開
店
前
か

ら
こ
の
秋
に
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
野
菜
を

求
め
て
、
多
く
の
方
々
が
長
い
列
を
作
っ

て
、
売
り
出
し
の
開
始
を
心
待
ち
に
し
て

い
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

売
り
出
し
が
始
ま
る
と
、
次
々
と
大
き

な
袋
や
箱
を
両
手
一
杯
に
抱
え
る
ほ
ど
買

わ
れ
る
お
客
様
方
が
た
く
さ
ん
お
り
、
大

盛
況
の
う
ち
に
収
穫
祭
を
終
わ
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
で
は
、
十
一
月
二
日
に
開

催
さ
れ
た
エ
ー
コ
ー
プ
収
穫
祭
で
「
野
菜

と
牛
乳
の
無
料
配
布
」
を
お
こ
な
い
、
今

年
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
上
湧
別
産
玉
ね

ぎ
と
白
滝
産
じ
ゃ
が
い
も
、
牛
乳
を
セ
ッ

ト
に
し
て
、
合
計
一
二
〇
袋
の
無
料
配
布

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

朝
一
〇
時
の
開
始
か
ら
多
く
の
方
々
に

訪
れ
て
い
た
だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
美
味
し
い
野
菜
と
牛
乳
を
味

わ
っ
て
も
ら
っ
て
、
こ
れ
を
機
会
と
し
て
、

ま
た
手
に
と
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
く

存
じ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
で
は
、
十
一
月

二
日
に
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室
で
合
同
研
修

会
を
開
催
し
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
フ
ロ

ア
カ
ー
リ
ン
グ
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
は
新
得
町
で
考
案

さ
れ
、
室
内
で
手
軽
に
行
え
る
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
で
、
本
物
の
カ
ー
リ
ン
グ
が
氷
の
上
に

描
か
れ
た
目
標
と
な
る
円
の
中
に
石
で
出

来
た
ス
ト
ー
ン
を
氷
の
上
で
滑
ら
せ
る
の

に
対
し
て
、
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
は
、
木

製
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
的
に
キ
ャ
ス
タ
ー
付フロッカーを投げる一挙手一投足に熱が入りまフロッカーを投げる一挙手一投足に熱が入りますす

チーム戦で大きく盛り上がりましチーム戦で大きく盛り上がりましたた

亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨亨

フフ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
で
大
盛
り
上
が

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
で
大
盛
り
上
が
りり

女
性
部
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

女
性
部
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
たた

き
の
木
製
の
フ
ロ
ッ
カ
ー
を
送
球
し
、
得

点
を
競
い
ま
す
。

午
前
十
一
時
に
、
女
性
部
員
二
九
名
が

四
チ
ー
ム
に
分
か
れ
競
技
が
ス
タ
ー
ト
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
中
は
、
好
プ
レ
イ
、
珍
プ
レ
イ
が

続
出
し
、
終
始
声
援
や
笑
い
声
が
絶
え
ず
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

次
回
に
つ
き
ま
し
て
も
趣
向
を
凝
ら
し
、

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
部
員
皆
様
の

ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

エエ
ー
コ
ー
プ
収
穫
祭

エ
ー
コ
ー
プ
収
穫
祭
でで

野野
菜菜
・・
牛
乳
無
料
配
布
実

牛
乳
無
料
配
布
実
施施無料配布では消費者の皆様と交流をはかれまし無料配布では消費者の皆様と交流をはかれましたた

エーコープ収穫祭の様エーコープ収穫祭の様子子

エエ
ー
コ
ー
プ
各
店

エ
ー
コ
ー
プ
各
店
でで

収
穫
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

収
穫
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
たた



《経営相談対策室よりお知らせ》

「精算整理に向けた年内日程」

１．１２月１３日（金） 精算協議開始日
この日から担当者と協議、借入申込等を開始して下さい。

２．１２月２４日（火） 精算期限日
この日迄に担当者と協議、借入申込等を済ませて下さい。

３．１２月２５日（水） 振替期限日
クミカンの入出金振替期限日。

「貸越残高が見込まれる方」

１．長期資金借入希望の方
借入申込書等へご本人自署（本人および後継者）。
実印および印鑑証明書（本人および後継者）およびクミカンお届印をご持参下さい。

２．短期資金借入希望の方
共済証書・定期貯金証書およびお届印をご持参下さい。

３．貯金から振替希望の方
定期貯金証書・貯金通帳およびお届印をご持参下さい。

「繰越残高が見込まれる方」

１．資金の繰上償還希望の方
繰上償還申込書へご本人自署（本人および後継者）。
実印（本人および後継者）およびクミカンお届印をご持参下さい。

２．営農貯金・定期貯金等への積立をお願い申し上げます

※ 年末に向けて、受付の混雑が予想されます。
お早めに担当者へ連絡をお願い申し上げます。

平成２５年度「クミカン」年内精算整理のご案内

精精算期限日精算期限日はは１２月２４１２月２４日（火）迄で日（火）迄ですす精精算期限日精算期限日はは１２月２４１２月２４日（火）迄で日（火）迄ですす精算期限日は１２月２４日（火）迄です

詣 ひざし ２０１３.１２



ひざし ２０１３.１２ 警

普及センターより

○
発
生
の
多
か
っ
た
病
害
虫
・

今
後
注
意
が
必
要
な
病
害
虫

一

か
ぼ
ち
ゃ
の
病
害

う
ど
ん
こ
病
は
平
年
よ
り
や
や
遅
く

発
生
し
ま
し
た
が
、
八
月
以
降
の
降
水

量
が
平
年
並
～
や
や
多
く
推
移
し
、
そ

の
後
は
や
や
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
防

除
通
路
の
確
保
に
よ
り
、
適
期
の
防
除

が
可
能
で
す
。
草
勢
の
維
持
と
防
除
に

よ
る
茎
葉
の
確
保
で
日
焼
け
果
の
発
生

を
軽
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
よ

う
に
多
湿
状
況
に
な
る
と
、
つ
る
枯
病

や
疫
病
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で

排
水
対
策
、
防
除
に
よ
り
製
品
歩
留
ま

り
の
低
下
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

二

ヨ
ト
ウ
ガ
、
コ
ナ
ガ

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
は
八
月
ま
で
は

コ
ナ
ガ
に
よ
る
食
害
が
極
め
て
少
な
く
、

ヨ
ト
ウ
ガ
の
発
生
が
優
先
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ヨ
ト
ウ
ガ
の
発
生
は
多
く
、

収
穫
期
頃
ま
で
発
生
し
て
い
た
ほ
場
も

あ
り
ま
す
が
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
間
隔

を
守
る
こ
と
に
よ
り
、
食
害
は
少
な
く

で
き
ま
す
。

三

ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
、
た
ま
ね
ぎ
で
問

題
と
な
る
害
虫
で
す
が
、
本
年
度
の
発

生
は
平
年
並
で
、
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
剤
の

多
用
ほ
場
で
少
し
被
害
が
で
ま
し
た
。

全
体
的
に
被
害
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
剤
に
対
し
て

抵
抗
性
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ピ
レ

ス
ロ
イ
ド
剤
の
連
用
を
避
け
、
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
十
五
年
産
は
、
起
生
期
以
降

の
低
温
に
よ
り
生
育
は
遅
れ
ま
し
た
。

出
穂
期
以
降
、
生
育
遅
れ
は
回
復
し

ま
し
た
が
、
登
熟
期
間
は
平
年
よ
り
短

く
、
穂
数
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

病
害
で
は
、
赤
さ
び
病
が
多
発
し
た

ほ
場
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
産
の
播
種
作
業
は
、

ほ
ぼ
平
年
並
に
終
了
し
ま
し
た
。
越
冬

後
の
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
（
茎
数
等
）

に
応
じ
て
、
追
肥
の
時
期
と
量
を
加
減

し
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
十
五
年
は
、
春
の
天
候
不
順

に
よ
る
移
植
作
業
の
大
幅
な
遅
れ
、
ま

た
、
六
、
七
月
の
高
温
干
ば
つ
に
よ
っ

て
、
生
育
は
緩
慢
と
な
り
ま
し
た
。
直

播
栽
培
で
は
、
出
芽
不
良
で
欠
株
の
多

い
ほ
場
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

病
害
虫
は
、
近
年
発
生
の
多
か
っ
た

褐
斑
病
は
少
発
生
で
し
た
。
ヨ
ト
ウ
ガ

の
発
生
は
多
く
、
防
除
の
遅
れ
た
ほ
場

で
は
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ヨ

ト
ウ
ガ
は
、
六
月
下
旬
か
ら
と
、
八
月

下
旬
か
ら
の
年
二
回
発
生
し
ま
す
。
ほ

場
を
よ
く
観
察
し
、
食
害
が
小
さ
い
若

齢
幼
虫
の
う
ち
に
防
除
す
る
の
が
効
果

的
で
す
。

一

気
象
の
概
要

春
先
の
融
雪
期
は
平
年
よ
り
早
く
作

業
が
進
む
見
込
み
で
し
た
が
、
四
月
二

一
日
か
ら
の
降
雪
と
天
候
不
順
に
よ
り
、

蒔
き
付
け
は
遅
れ
ま
し
た
。
生
育
期
間

中
を
と
お
し
て
地
域
差
は
あ
る
も
の
の

全
体
的
に
は
、
降
水
量
で
は
ほ
ぼ
平
年

並
み
、
日
照
時
間
は
平
年
よ
り
若
干
少

な
く
、
積
算
気
温
は
平
年
並
み
か
ら
平

年
よ
り
若
干
多
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

（
表
一
）

二

今
年
の
作
柄
に
つ
い
て

今
年
の
収
量
は
総
じ
て
平
年
並
か
ら

や
や
良
と
い
う
結
果
で
し
た
。（
表
二
）

蒔
き
付
け
遅
れ
、
発
芽
遅
れ
、
発
芽
の

不
揃
い
な
ど
、
蒔
き
付
け
時
か
ら
の
状

況
か
ら
す
る
と
、
登
熟
も
黄
熟
始
め
か

ら
黄
熟
期
に
達
し
良
好
だ
っ
た
と
い
え

ま
す
。

三

今
年
度
の
病
害
虫
発
生
状
況

◎
す
す
紋
病

一
部
の
地
区
で
発
生
が
見
ら
れ
た
も

の
の
、
全
体
的
に
は
少
な
い
発
生
と
な

り
ま
し
た
。

◎
根
腐
病

十
勝
管
内
で
は
、
昨
年
同
様
か
な
り

の
発
生
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
管
内
に
お
い
て
は
、
今
年
度
改
め

て
関
係
機
関
で
調
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
発
生
は
見
ら
れ
る
も
の
の
被
害
が

畜

産

出
る
ま
で
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

と
う
も
ろ
こ
し
根
腐
病
は
土
壌
菌
の

一
種
で
あ
る
ピ
シ
ウ
ム
菌
（
糸
状
菌

類
）
が
根
よ
り
茎
に
侵
入
、
柔
組
織
を

破
壊
し
中
が
ス
カ
ス
カ
の
繊
維
状
と
な

り
地
上
部
が
脱
水
枯
れ
上
が
る
病
気
で
、

最
悪
倒
伏
し
ま
す
。
発
生
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
速
や
か
に
収
穫
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ほ
場
の
観
察
が
肝
心
で
す
。

一

秋
ま
き
小
麦

今
年
の
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
の

作
柄
と
気
象
経
過
に
つ
い
て

融雪期(月日)気温(℃)日照時間（時間）降水量(㎜)

4.7（4.13）2,440（2,383）759（796）574（441）遠 軽 町

4.6（4.9）2,290（2,346）766（840）437（460）佐呂間町

4.6（4.9）2,336（2,280）789（882）392（415）湧 別 町

総乾物率（％）乾物収量（㎏/１０a）生収量（㎏/１０a）

29.0（29.0）1,505（1,456）5,187（5,034）遠 軽 町

32.4（26.7）1,557（1,353）4,869（4,882）佐呂間町

24.4（24.6）1,323（1,377）5,474（5,422）湧 別 町

表１ Ｈ２５.気象（５/１～９/３０）の各積算値と融雪期

表２ Ｈ２５の収量

注）（ ）カッコ内は平年値

注）（ ）カッコ内は平年値 調査尺普及センター及び関係機関

畑

作
～
来
年
に
向
け
て
～

野

菜

二

て
ん
さ
い



軽 ひざし ２０１３.１２

遠軽厚生病院だより

「
知
っ
て
お
き
た
い

が
ん
の
基
礎
知
識
」

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

外
科

主
任
部
長

青

木

貴

徳

じ
く
ら
い
の
規
模
の
病
院
を
も
つ
こ
と
は

非
常
に
困
難
な
現
状
に
あ
り
ま
す
。
札
幌

や
東
京
に
わ
れ
わ
れ
医
療
従
事
者
が
患
者

さ
ん
を
残
し
て
勉
強
に
い
く
こ
と
は
、
こ

の
病
院
に
い
て
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
当
院
で
は
緩
和
ケ
ア
な
ど
の

充
実
を
含
め
、
医
療
従
事
者
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
に
手
を
ぬ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
周
辺
住
民
の
人
口
減
少
が
著
し

く
、
高
齢
化
の
進
み
の
早
い
こ
の
地
区
で
、

同
様
に
患
者
さ
ん
の
数
が
減
少
し
つ
づ
け

れ
ば
当
院
の
規
模
の
維
持
だ
け
で
な
く
、

当
院
自
体
の
維
持
が
困
難
に
な
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
当
科
に
お
い
て
も
、
手
術
が

必
要
で
予
定
を
く
ん
だ
も
の
の
、
や
は
り

札
幌
や
旭
川
に
い
く
な
ど
と
し
て
キ
ャ
ン

セ
ル
さ
れ
る
か
た
や
、
内
科
で
診
断
が
つ

い
て
も
手
術
は
札
幌
や
旭
川
へ
と
い
う
か

た
が
大
変
多
い
状
況
で
す
。
そ
し
て
再
発

し
も
う
治
療
方
法
が
な
い
と
し
て
あ
と
は

当
院
で
と
い
う
方
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。

手
術
数
が
減
少
す
れ
ば
、
医
師
派
遣
先
の

旭
川
医
大
は
当
院
へ
の
医
師
派
遣
数
を
減

ら
し
ま
す
。
こ
れ
が
、
負
の
連
鎖
を
う
み

将
来
遠
軽
厚
生
病
院
が
な
く
な
る
と
い
う

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
地
方
の
医
療
が

危
機
に
瀕
す
る
の
は
病
院
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
地
域
住
民
の
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
今
回
の
が
ん
に
つ
い
て
の
講
演
で
ど

の
よ
う
に
治
療
を
う
け
て
く
の
が
よ
い
の

か
み
な
さ
ん
に
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

に
は
い
わ
ゆ
る
抗
が
ん
剤
の
ほ
か
に
ホ
ル

モ
ン
剤
や
分
子
標
的
薬
な
ど
が
用
い
ら
れ

ま
す
。
抗
が
ん
剤
は
一
般
の
治
療
薬
と
比

較
し
、
有
害
事
象
（
副
作
用
）
の
出
や
す

い
薬
で
あ
り
、
地
元
で
の
き
め
細
か
な
診

療
が
大
切
だ
と
考
え
ら
ま
す
。

３
～
放
射
線
療
法
～
放
射
線
は
人
体
に
照

射
す
る
こ
と
の
で
き
る
量
が
部
位
に
よ
り

き
ま
っ
て
お
り
、
同
じ
部
位
に
は
一
生
に

一
度
し
か
照
射
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
局

所
治
療
で
す
。
放
射
線
治
療
に
は
単
独
で

根
治
を
め
ざ
す
場
合
と
化
学
療
法
や
手
術

と
の
併
用
で
根
治
を
目
指
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
根
治
を
見
込
め
な
い
よ
う
な

際
は
、
疼
痛
や
出
血
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

目
的
に
照
射
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
当
院
で
は
放
射
線
照
射
施
設
は
な
く
、

旭
川
厚
生
病
院
な
ど
と
の
連
携
の
う
え
、

道
の
指
定
要
件
を
み
た
す
形
と
な
っ
て
い

ま
す
。

４
～
緩
和
ケ
ア
～
上
述
の
１−

３
の
柱
と

同
様
に
重
要
視
さ
れ
る
の
が
緩
和
ケ
ア
。

全
人
的
苦
痛
と
い
わ
れ
る
、
身
体
・
社
会

的
・
精
神
的
・
霊
的
な
苦
痛
す
べ
て
が
こ

の
ケ
ア
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
終
末
期

の
み
に
こ
の
ケ
ア
の
役
割
を
期
待
す
る
も

の
で
は
な
く
、
が
ん
に
な
っ
た
と
き
か
ら
、

些
細
な
こ
と
と
考
え
る
こ
と
な
く
ケ
ア
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

以
上
の
４
点
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

筆
を
お
く
に
あ
た
り
ど
う
し
て
も
言
っ

て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
遠
軽
町

と
同
規
模
の
道
内
の
市
町
村
で
当
院
と
同

「
疫
学
」

が
ん
で
死
亡
す
る
か
た
は
、
男
性
で
は

肺
が
ん
、
女
性
で
は
大
腸
癌
が
最
多
で
す
。

し
か
し
男
性
で
も
っ
と
も
か
か
る
人
が
多

い
が
ん
は
胃
癌
で
、
女
性
で
は
乳
が
ん
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
が
ん
の
診
断
」

が
ん
の
診
断
は
内
視
鏡
や
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
、
超
音
波
検
査
、
Ｒ
Ｉ
検
査
と
組
織
の

検
査
を
組
み
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

「
が
ん
治
療
の
実
際
」

１
～
手
術
～
手
術
は
あ
く
ま
で
局
所
の
治

療
で
あ
り
、
目
的
は
ま
ず
は
が
ん
そ
の
も

の
や
周
囲
の
所
属
す
る
リ
ン
パ
節
を
切
除

し
根
治
を
め
ざ
す
こ
と
。
ま
た
リ
ン
パ
節

の
転
移
の
状
況
な
ど
を
組
織
学
的
な
検
査

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
進
行
し
た

が
ん
で
は
症
状
を
回
避
さ
せ
る
た
め
の
手

術
も
あ
り
ま
す
。

現
在
当
科
で
は
、
甲
状
腺
、
食
道
、
肺
、

乳
房
、
胃
、
大
腸
、
小
腸
、
肝
・
胆
・
膵
、

お
よ
び
消
化
管
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
に
対
し
て
の

手
術
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

２
～
化
学
療
法
～
化
学
療
法
の
目
的
は
３

つ
。
手
術
の
前
に
行
い
、
が
ん
を
小
さ
く

し
て
と
れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
術
後
の
再

発
の
防
止
と
し
た
り
す
る
術
前
化
学
療
法
。

ま
た
、
肉
眼
的
に
と
り
き
れ
た
症
例
の
再

発
を
防
ぐ
目
的
の
術
後
補
助
化
学
療
法
、

手
術
で
が
ん
が
と
り
き
れ
な
か
っ
た
り
、

再
発
し
た
際
に
行
う
化
学
療
法
で
す
。
前

２
者
は
が
ん
の
根
絶
を
目
指
す
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
が
ん
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
治
療

は
じ
め
に
尺
平
成

年
の

２０

日
本
人
の
死
亡
原
因
は
が
ん

が
そ
の

％
と
第
一
位
で
あ

３０

り
、
昭
和

年
頃
、
そ
れ
ま

５５

で
の
一
位
で
あ
っ
た
脳
血
管

疾
患
と
い
れ
か
わ
っ
た
後
、

一
貫
し
て
首
位
の
座
を
占
め

る
ば
か
り
か
現
在
で
も
そ
の

死
亡
率
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
回
北
海
道
で
は
標
準
的
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
が
平
等
に
う

け
ら
れ
る
よ
う
、
が
ん
診
療

拠
点
病
院
の
な
い
第
二
次
医

療
圏
が
存
在
す
る
と
し
て
、

当
院
を
「
北
海
道
が
ん
診
療

連
携
指
定
病
院
」
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
評

価
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
今
後
緩
和
ケ
ア

の
充
実
が
責
務
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
指
定
を
う
け
今
回

こ
の
よ
う
な
内
容
で
住
民
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
発
が
ん
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」

が
ん
細
胞
は
正
常
な
細
胞

が
変
化
し
て
異
常
と
な
っ
た

も
の
で
、
そ
の
発
が
ん
は
多

段
階
に
わ
た
り
ま
す
。
ま
た

特
有
の
遺
伝
子
を
介
し
て
発

が
ん
を
促
進
し
た
り
、
抑
制

し
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
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第
十
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
第
３
四
半
期
監
事
監
査
の
結
果
に
つ

い
て

二
．
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

三
．
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

四
．
一
日
皆
貯
金
の
結
果
に
つ
い
て

五
．
職
員
採
用
内
定
・
中
途
採
用
お
よ
び

人
事
異
動
に
つ
い
て

六
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

七
．
平
成
二
十
五
年
度
畜
産
経
営
力
向
上

緊
急
支
援
リ
ー
ス
事
業
に
つ
い
て

八
．
役
員
定
数
検
討
委
員
会
結
果
に
つ
い

て

九
．
第
三
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
酪
農
畜
産

対
策
委
員
会
に
つ
い
て

十
．
玉
葱
専
門
部
会
の
開
催
結
果
に
つ
い

て

十
一
．
共
済
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

十
二
．
介
護
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
事
業
状
況

に
つ
い
て

十
三
．
年
末
年
始
業
務
に
つ
い
て

十
四
．
そ
の
他

◇
議

案

一
．
平
成
二
十
五
年
度
玉
葱
の
仮
払
い
精

算
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
．
出
資
金
の
一
部
譲
渡
お
よ
び
減
口
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
．
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
外
部
出
資
の
取
得
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

六
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
し
付
け
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理

事

会

の

あ

ら

ま

し

こ
の
度
、
十
二
月
一
日
か
ら
、
男
性
一

名
の
平
成
二
十
五
年
度
中
途
採
用
職
員
が

入
組
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
組
合
員
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

☆
質
問
事
項
☆

①
生
年
月
日
・
血
液
型

②
出
身
地
・
出
身
校

③
特
技
・
趣
味

④
自
分
の
性
格

⑤
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
抱
負

片か
た

岡お
か

新し
ん

之の

助す
け

（
農
産
課
青
果
物
セ
ン
タ
ー
係
）

①
昭
和
六
二
年
四
月
一
〇
日
・
Ａ
型

②
湧
別
町
札
富
美
・
Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

③
趣
味
尺
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
鑑
賞

特
技
尺
駆
け
つ
け
三
杯
で
潰
れ
る
事

④
短
気
、
気
分
屋
、
口
が
軽
い

⑤
一
日
で
も
早
く
仕
事
に
慣
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶
中
途
採
用
職
員
紹
介

お
気
付
き
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
存

じ
ま
す
が
、
十
二
月
二
日
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ

う
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
親
し
み
や

す
く
て
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
な
っ
て
お

り
、
ブ
ロ
グ
も
掲
載
す
る
こ
と
で
Ｊ
Ａ
や

青
年
部
・
女
性
部
な
ど
の
情
報
も
随
時
出

せ
る
よ
う
に
な
り
、
組
合
員
の
皆
様
方
を

始
め
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に
楽
し
く
見

て
い
た
だ
け
る
中
身
に
な
っ
て
い
る
と
存

じ
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 Ｊ

Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

左
記
の
通
り
、
人
事
異
動
が
あ
り
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
）

《
異
動
》

（
十
二
月
一
日
付
）

中
津
川

恵
輔

金
融
課

金
融
推
進
係

↓

金
融
課

中
湧
別
支
所
係

大
城

宏
美

遠
軽
支
所

金
融
共
済
課
金
融
推
進
係

↓

金
融
課

中
湧
別
支
所
係

児
玉

杏
子

管
理
課

庶
務
企
画
係
兼
経
理
電
算
係

↓

遠
軽
支
所

金
融
共
済
課
金
融
推
進
係

大
塚

汐
莉

金
融
課

中
湧
別
支
所
係

↓

金
融
課
金
融
推
進
係

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
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〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り １２月２５日（水）

１１月号の答えは「トシコシ」でした。
師走で忙しい年の瀬かと存じますが健
康に留意下さい。
当選者は下記の方々です。

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

花
火
に
詰
め
ら
れ
て
い
る
も
の

３

よ
く
天
使
と
対
比
さ
れ
ま
す

６

矢
を
つ
が
え
る
も
の

７

自
動
車
の
心
臓
に
当
た
る
部
分

８

位
置
に
つ
い
て
、

、
ド
ン
！

セ
ー
タ
ー
や
口
紅
を
き
ら
き
ら
光
ら
せ

１０

ま
す

正
月
に
飾
る

餅

１２

バ
ナ
ナ
が
実
る
の
は
木
で
は
な
く
、
葉

１４

と
茎
か
ら
成
る

な
の
で
す

ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
こ
と

１６

そ
の
年
度
に

歳
に
な
る
人
を
祝
う

１８

２０

式
あ
な
た
が
枠
の
中
に
書
き
込
ん
で
い
る

２０

も
の

た
ん
す
に
し
ま
い
ま
す

２２

果
実
が
喉
の
炎
症
に
効
く
と
い
う
バ
ラ

２３

科
の
植
物

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

１
月
７
日
に
七
草
を
入
れ
て
炊
き
ま
す

２

月
が
出
て
い
な
く
て
真
っ
暗

３

餅
に
く
る
ん
で
食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す

４

ナ
ガ
ス
、
ザ
ト
ウ
、
ゴ
ン
ド
ウ
と
い
え

ば

５

顔
全
体
、

の
笑
み
を
浮
か
べ
る

７

中
で
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
買
お
う
か
な

９

さ
な
ぎ
か
ら
成
虫
に
な
る
こ
と

水
、
金
、
地
、
火
、
木
、
土
、
天
、
海

１１

大
豆
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
調
味
料

１３

紙
幣
や
硬
貨
を
入
れ
ま
す

１５

晴
れ
で
も
な
く
雨
で
も
雪
で
も
な
く

１７

こ
ま
は
こ
れ
を
中
心
に
回
る

１９

１
６
１
４
年
に
起
き
た
大
坂
冬
の

２１

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

湧別町南兵村３区

湧別町南兵村２区

遠軽町瀬戸瀬西町

加藤 希望 さん
八巻 英俊 さん
岡村 愛子 さん

も
う
す
ぐ
臨
月
。

出
産
頑
張
り
ま
す
。

（
匿
名
）

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

七
〇
才
を
過
ぎ
て
、
海
外
旅
行
に
行

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
ベ
ト
ナ
ム

で
す
）

体
力
勝
負
に
な
り
そ
う
で
す
。

（
Ｐ
．Ｎ

農
業
リ
タ
イ
ヤ
の
一
農
夫
）

こ
の
時
期
の
ベ
ト
ナ
ム
は
暖
か
そ

う
（
暑
い
？
）
で
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。

楽
し
い
お
土
産
話
も
待
っ
て
い
ま
す

よ
！今

年
の
「
～
ば
っ
か
り
」
天
候
に
も

負
け
ず
、
我
が
家
の
菜
園
も
ま
あ
ま
あ

の
出
来
で
収
穫
が
出
来
ま
し
た
。

今
は
寝
て
い
る
漬
物
の
出
来
上
が

り
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
こ
の
頃

で
す
。

（
匿
名
）

天
気
の
極
端
さ
と
気
紛
れ
さ
に
は

翻
弄
さ
れ
つ
つ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
年

の
瀬
で
す
ね
。
美
味
し
い
漬
物
が
出

来
る
と
良
い
で
す
ね
。

雪
の
顔
を
見
か
け
る
今
日
こ
の
頃
。

や
は
り
時
期
で
す
ね
。
お
互
い
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

（
匿
名
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
話
も
聞
か
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
自
分
も

気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
一
ヶ
月

ち
ょ
っ
と
に
な
り
ま
し
た
ね
。
農
作

業
も
一
段
落
し
て
、
主
人
も
今
年
は
畑

耕
こ
し
が
き
れ
い
に
終
っ
た
と
ほ
っ

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
日
、
エ
ー
コ
ー
プ
チ
ェ
ー
ン
大
謝

恩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
ち
米
一

㎏

が

当
選
し
ま
し
た
と
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま

し
た
。

さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

（
Ｐ
．Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

今
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去

り
ま
し
た
が
、
ま
ず
は
ひ
と
休
み
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。

こ
の
号
が
届
く
頃
に
は
、
あ
と
二
〇

日
ほ
ど
で
今
年
も
終
わ
り
ま
す
が
、
来

年
が
皆
様
方
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ

る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

３

２２１１

Ｂ

４

Ｃ

２３

７

１２
Ａ

１５

２０

１４

１９

１

２

５

８

１３

１８

２１

Ｄ

６

Ｆ

９

１０

１６

Ｅ
１７
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№１７８

２０１３

111２２
月号 ☆年末年始の業務日程☆

備 考
１月７日１月６日１月５日１月４日１月３日１月２日１月１日１２月３１日１２月３０日月 日

部 門 （火）（月）（日）（土）（金）（木）（水）（火）（月）

３０日午前大掃除平常業務休業休業休業休業休業休業休業午後休業本所・全支所事 務 所

平常業務平常業務休業休業休業休業休業休業平常業務本所・全支所金 融 店 舗

（通常日の営業時間）
平 日 ８：３０〜１８：００
（無料８：４５〜）
土曜日 ９：００〜１２：００

（無料）

平常業務平常業務休業休業休業休業休業休業
８：３０〜
１７：００本所・支所

Ａ Ｔ Ｍ
平常業務平常業務休業休業休業休業休業休業８：３０〜

１７：００
厚 生 病 院

平 日 ８：００〜２２：００
（無料 ８：４５〜１８：００）
土・日・祝日９：００〜１９：００
（無料 土 ９：００〜１４：００）

平常業務
８：００〜
２２：００

９：００〜
１９：００

９：００〜
１９：００休業休業休業

９：００〜
１９：００

８：００〜
２２：００

ローソンＡＴＭ
セブン銀行

休業休業休業休業休業休業休業休業午後休業上 湧 別ビーフランド

訪問介護は希望により休日も実施平常業務平常業務休業平常業務休業休業休業休業休業遠 軽介護センターみどり

平常業務休業休業休業休業休業休業休業午後休業上湧別・遠軽えんゆう機械センター

平日・土曜 ８：００〜１８：３０
日・祝日 ８：００〜１８：００

平常業務平常業務８：００〜
１７：００

８：００〜
１７：００休業休業休業８：００〜

１５：００
８：００〜
１７：００遠軽学田ＳＳ

ホクレン給油所

平日・土曜 ８：００〜１８：００
日曜 休業

平常業務平常業務休業８：００〜
１７：００休業休業休業８：００〜

１５：００
８：００〜
１７：００

上湧別ＳＳ
生田原ＳＳ

平日・土曜 ８：００〜１７：３０
日曜 休業

平常業務平常業務休業８：００〜
１７：００休業休業休業８：００〜

１５：００
８：００〜
１７：００白 滝 Ｓ Ｓ

遠 軽 ７：００〜２２：００

ゆうゆう ７：００〜２０：００
平常業務平常業務平常業務平常業務平常業務平常業務平常業務平常業務平常業務セ ル フ

平常業務平常業務
中湧別店のみ
１０：００〜
１６：００

１０：００〜
１６：００

休業休業休業
１５：００迄営業
（遠軽店のみ
１６：００迄）

平常業務
全店（開盛・
富美店含む）

エーコープ
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